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   A 66-year-old woman was admitted with asymptomatic macrohematuria. Cystoscopy revealed 
bladder tumor with a diameter of about  1.5  cm and smooth surface. Transurethral resection was 

performed and histological examination showed proliferative cystitis, mainly consisting of cystitis 
glandularis. Proliferative cystitis is not so rare, but tumorous formation of it seems to be 
unusual. 

                                                (Acta Urol. Jpn. 41: 617-620, 1995) 
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緒 言

われわれは,腫 瘤形成を伴い,膀 胱癌との鑑別を要

した増殖性膀胱炎の1例 を経験 した.本 症例を提示す

るとともに,腫 瘤形成性の増殖性膀胱炎について若干

の文献的考察を加えて報告する.

症 例

患者:66歳,女 性.

主訴=無 症候性肉眼的血尿

既往歴:56歳 時,子 宮筋腫手術

家族歴:特 記すべきことなし

現病歴:1993年6月25日 お よび6月27日 に無症候性

肉眼的血尿が出現 したため,1993年7月5日 に当科を

初診した.初 診時には肉眼的にも顕微鏡的にも血尿は

みられず,IVPで は特に異常を認めなかった.

膀胱鏡を施行 したところ,膀 胱後壁 に直径約L5

cm,表 面平滑,有 茎性の腫瘍 を認 めたため,入 院と

なった,

入院時現症:入 院時も肉眼的,顕 微鏡的に血尿を認

*現=六 甲病院泌尿器科

めず.特 に自覚症状なし,胸 腹部理学的所貝に異常な

し.

検査成績:尿 所見;糖(一),蛋 白(一),RBC2

～3/hpf ,WBC8～9/hpf.尿 細胞診陰性.血 液一般,

血液生化学検査に特記すべき異常値なし.

X線 学的検査:IVPで は上部尿路に異常を認めず.

膀胱部X線CTで は,腫 瘍の膀胱壁あるいは壁外へ

の浸潤を示唆する所見はなく,表 在性のものと思われ

た.ま た,明 らかな骨盤内 リンパ節 の腫大 もなかっ

た.

入 院後経過:1993年7月28日,経 尿道的膀胱腫瘍切

除術を施行 したcFig、1は 切除前の内視鏡写真で,膀

胱後壁に直径約L5cm,表 面平滑,有 茎性の腫瘍を

認めた.腫 瘍の色調は正常膀胱粘膜とほとんど変わら

ない乳白色であり,内 部の小血管が透視できた.Fig.

2は 切除標本のHE染 色である.標 本中には,粘 膜

固有層に小嚢胞が多くみられ,そ の中には好酸性の水

様物が内包されていた.細 胞異形および構造異形など

悪性を示唆する所見や炎症細胞浸潤はなかった.小 嚢

胞のほとんどは単層の円柱上皮で構成されていたが,

一部に数層の移行上皮と思われる部分も認められた
,
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Fig・1・CystoscopicapPearance・Smoothsur-

facedtumorwithadiameterofabout

1.5cmwasseen.
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Fig.2.HEstalnofthetumor.

以上の所見から,腺 性膀胱炎が主体で,一 部に嚢胞性

膀胱炎の混在する増殖性膀胱炎と診断された,摘 出標

本中で検索しえたかぎりでは,ブ ルン細胞巣は見られ

なかった,

1993年7月30日 退院後は外来にて経過観察中で あ

り,術 後1年6ヵ 月間再発を認めていない.

考 察

膀胱癌取 り扱い規約1)によれぽ,腫 瘍様病変ないし

は異常上皮の一つとして増殖性膀胱炎が挙げられてい

る.増 殖性膀胱炎には,ブ ルン細胞巣,腺 性膀胱炎お

よび嚢胞性膀胱炎が含まれるが,こ の3者 はいずれも

粘膜下へ向か う下方増殖 と考えられる点で増殖性膀胱

炎という1つ の概念でまとめられる.こ れらの組織型

はそれぞれ単独で存在することよりも,2種,あ るい

はすぺての組織型が共存 していることが多いようであ

る.本 症例ではブルン細胞巣は貝られず,摘 出標本中

のごく一部に嚢胞性膀胱炎の所見を認める腺性膀胱炎

が主体の組織像であった.

増殖性膀胱炎の発生頻度は諸家の報告2-5)で もみら

れるように稀なものではない.特 に剖検例の肉眼的に

正常な膀胱における検討でも,ブ ルン細胞巣や腺性膀

胱炎,あ るいは嚢胞性膀胱炎 といった増殖巣は組織

学的 にかなり高頻度に認 められている2・3).また,前

癌状態としての位置づけも,今 日では否定的 であろ

う3,5)

しか し,本 症例を含めて,肉 眼的に明らかな腫瘤を

形成 し,悪 性腫瘍 との鑑別が必要となる症例も若干の

報告がみられ6『17),臨床上問題となる点である.明 ら

かな腫瘤形成が見られた増殖性膀胱炎の報告例は,わ

れわれが検索しえたかぎりでは自験例を加えて22例 で,

Tablelに その詳細 をまとめた.肉 眼的血尿や膀胱

炎様症状を訴える症例がほとんどで,発 生部位からも

膀胱癌との区別はつけがたい.ま た,前 立腺肥大症を

有する症例の報告が散見されるものの,既 往歴,合 併

症で特徴的なものはなく,強 い慢性刺激が腫瘤形成の

誘因となった根拠はない.や は り鑑別診断には経尿道

的切除や生検などでえられた組織の検討に頼るしかな

いようである.腫 瘤形成性の増殖性膀胱炎の組織型で

は腺性膀胱炎や嚢胞性膀胱炎といったように単独報告

されているものも多い.本 症例も腺性膀胱炎が主体で

あるが,詳 細な検討では,ご く一部ではあるが嚢胞性

膀胱炎の所見を混在 してお り,腺 性膀胱炎と報告され

ているものでも単一の組織がどうかは検討の余地があ

ると考える.残 念ながら,腫 瘤形成性の増殖性膀胱炎

にのみ見 られるような特徴は明らかではない.

また,本 症例においては術後1年6ヵ 月間再発を認

めていないが,経 尿道的膀胱腫瘍切除術後に再発を認

め,急 速な増殖によって閉塞性腎症をきた し,膀 胱全

摘除術を余儀なくされた症例12)も報告されている.こ

ような症例は非常に稀であろうが,少 なくとも腫瘤形

成性の増殖性膀胱炎については膀胱鏡による定期的な

経過観察が必要と思われた.

結 語

腫瘤形成を伴 った増殖性膀胱炎の1例 につき,報 告

した.
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TableLReportedcasesofproliferativecystitisformedtumorouslesion.

報告者 年齢 性別 臨床 症状 部 位 ・大 き さ 病理組織像

姉崎 ら46男(
1970)

左側腹部痛 膀胱頂部と右後壁
爪甲大隆起 灘≧耀瀦

緒方 ら67女 血尿
(1970)

左尿管口部
超栂指頭大

cystidsglandularis

大越 ら20男 血尿
(1971)

右尿管口上部
小腫瘤状隆起

cystitisg三andularis

川野 ら48女 血尿
(1972)

後三角部
小 クル ミ大

cystitlscystica

野辺 ら39男 頻尿,残 尿感
(1974)

28男 排尿困難,頻 尿,血 尿

三 角 部 か ら内尿 道 口polyp

三 角 部 か ら内尿 道 口

bulbus,pseudpapillomatous

cystitisglandularis

cystitisglandularis

徳 原 ら73女(
1978)

頻尿,排 尿痛 左尿管口部
nipplc状 腫瘤

cystitisg且a【ldular五s

森山 ら47男
(1979)80男

蛋 白尿,血 尿

頻尿,血 尿

三 角 部,polyp多 発

三 角 部,poiyp多 発

cystitisglandularis

cystidsglandularis

岩崎 ら74女 血尿
(1983)排 尿終末時痛

後三角部 cystitisglandu夏aris

inflammatory

granuloma

岡村 ら54男(
1984)35女

慢性膀胱炎様症状

慢性膀胱炎様症状

nodular

nodular

cystitiscystica

cystitis(;ystica

田 島 ら43男

(1988)

頻尿,血 尿 内尿道 口,一 部嚢状 の腫瘤 Cystitisglandularis
(rystitiscystica

Brunn,snest

高井 ら52男
(1989)

検診で潜血尿 膀胱頚部を中心に多発
浮腫状腫瘤

Cystitisglandularis

雛繍妻留
腸上皮化生

鈴木 ら25男(
1989)

右下腹部鈍痛 膀胱頚部から右尿管口 cystitisglandular三s

cystitiscystica

田中 ら70男 頻尿,血 尿(
1990)

膀胱頚部から三角部 CystitisglandularisB
runn'sneSt

多田 ら6女 排尿痛,血 尿(
1990)尿 道 口か らの腫瘤突出

左側壁 cystitisglandularis

鈴 木 ら35男 頻 尿,排 尿 困難,残 尿 感 内尿 道 口か ら三 角 部Cystitisglandularis(
1990)ア ヅ キ大,嚢 状 腫 瘤 の 多 発Brunn'snest

九嶋 ら36男

(1991)

incidentai 膀胱頚部から三角部 cystitisglandularis
Brunn'sneSt

増 田 ら22女(
1993)

61男

血尿
尿道 口からの腫瘤突出

incidenta且

三角部
右側壁

膀胱頂部から後壁

cystitiscystica
Brunn'snest

Brunn'snes【

自験例56女 血尿(
1995)

膀胱後壁
直径1.5cmt
表面平滑,有 茎性腫瘤

Cystitisgrandularis
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